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四
日
(金
)

待
別
講
演
会

「嬉
波

行
奴
に
つ
いて
」
講
郎
野
島
正
義
氏
、

午
後
一時
か
ら
電
気
総
合
館
大
講
義
室

五
日
(土
)

特
別
腹
演
会

「大
粒

子
放
射
性
降
下
物
に
鱒
す
る
研
究
」
講

口翼
室
哲
夫
、
午
後
二
碍
か
ら

「
十
二
編
の
詩
を
掲
載

「萎

琶
二
日
に
霧

京
大
十
一月
祭
の
一環
と
し
て
毎
年
発

行
さ
れ
て
い
る
京
大
ア
ン
ソ
ロ
ジー

ロ

(京
大
詩
第
)
第
八
号
は
去
る
十
五
日

応
募
を
締
切
り
選
嬉
を
つ
づ
け
て
い
た

が
、
十
二
月
二
日
発
刊
の
は
こ
ぴ
と
な

った
。
応
募
に
は
延
べ
二
十
四
縛
の
詩

一糾
の詩
蹟
が
纂
ま
った
が
、
綴
集
委

員
の中
谷宏
文
君
(経
・三
)
な
ど
が

中
心
にな
って
選
考
し
た
結
果
へ
十
二

編
の
詩を
掲
載
す
る
こと
に
な
った
。

今
年
のア
ン
ソ
ロジ
ー
の
特
色
は
従
来

文
掌部
学
生
の応
募
が
圧
倒
的
に
多
か

った
こと
に比
絞
』
、
内
訳
で
は
文

学耶
六
、
経
済
学
部
四
、
漏
務
員
一、

そ
の
他
一を
み
て
も
わ
か
る
よう
に
そ

の
様
相
が
大
き
く
変
っ
た
ζと
、
年を

遺
う
に
つ
れ
て
充
突し
た
も
の
には
な

ら
な
い
と
習
わ
れ
る
よ
う
咲

全
依的

に
モ
ノ
ロ
ー
グ
風
の
作
品
が多
か
った

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
なお
詩集

は
A
五
版
五
十
買
で、
冠価
は
百円
で

あ
る
。

今

遍

の

ス

ポ

ー

ツ

三
リ
ーグ
勝
者
決
占疋戦
(一四京
極
・十
四
日
・十
六
日
)
塁
へ
(嵐

滋
)は
関
西
六
大
学
野
球
入
蕎
戦
出
場
を
か
け
て
対
犬
終
大
(近
畿
十

四
日
)
対
犬
商
大
(阪
神
・十
六
日
)
を
行
な
った
が
、
-
対
4
・4

対
5
で敗
れ
る
。

闘
西
ヲ
グ
ビ
ー
A
ブ
ロ
ッ
ク
(西
頁
極
鏑
技
場
、
二
+
三
日
)京
穴

21
i
8
近
命
、
こ
の
結
果
京
大
は
二
勝
四
敗

'

関
西
学
生
サ
ッカ
ー
リ
ー
グ
麟部
(西
京
極
擁
技
漿

二
十
三ロ])

寅
大
は
全
勝
の
闘
大
を
1
対
0
で
勝
利
を
あ
げ
た
。
負
大
二勝

一敗

一分京
都
学
生
釈
伝
競
昂
(一一十
三
日
へ
四
四
ハ
三
キ
ロ
七
区蘭
)
蝋大

A
は
二
時
聞
二
十
三
分
五
和
で
五
位
、
ド
大
B
は
七
位

関
函
掌
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
最
終
日
(城
雨射
撃
場
、
十

天
日
)
▽
団
体
、
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
に
て
烈
大は
三位
、
▽
個
人
、
し
っ

射
に
て
以
大
の
小
獄
八、夫
嘗
は
一位
、
立
射
に
て
限
大
の田
中
霜
は

三
位全

日
本
掌
生
選
苧
.
大
会
は愛
測
阿、体
r
館
で
一』・二日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
開
か
れ
る
。
麗
大
関
係
で
は鵬
;
汚
・ン
グ
ル
の郎
に
舟
鄭

君
、
女
子
シ
ン
グ
ル
の
都掘
永
さ
ん
出
場
。

学
士
山
岳
会
、
イ
ン
ド
と
交
渉

宵、大
字
土
山
爵
《、の
カ
ン
チ
ヱン
ジ
.一ンガ
西峰
費
山
許
可
交
渉
の

た
め
に
渡
印
中
の
府
橘
隊
長
は
現
地
当
局
脊
と
交
渉
mで
あ
る
が
、
問

四
の
ジ
ッ
キ
ム
政
府
の
入
園
酢
司が
お
り
な
い
の
で、
シ
ソキ
ム
奴
府

と
の
直
拶
交
渉
が
で
き
ず、
ご
.ー
デコ
ー
でイ
ン
ド
政
府
と
の
交
渉

を
氣
け
て
い
る
。

また
ア
ン
ナ
プ
ル
宵
頂
に
成
功
レ
た
山
蕊

隊
の
樋
口
隊
憂
も
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
に
滞在
申
な
の
で
、
圃
氏
と
協
力
し
て
現
地
で
の交
渉を

近
めて
ゆく
意
向
であ
る
。
交
渉
は
あ
く
ま
で
、
カ
ン
チ
呂ジ
ュン

ガ
を
変
更
し
な
い
線
で
強
く
押
し
て
ゆ
く
意
向
で
あ
めへ
今
後な
お

相
当
の時
闇
愚
製
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

将
棋
部
、
全
国
優
勝
遂
げ
る

京
大将
棋
部
は
、
二
十
二
日
、
日
本
将
棋
運
盟
関
両
宣
齢
で行
わ
れ

た
「掌生
目
本
一決
鰹
戦
(王
座
戦
)
」
で
、
醐
東
優
勝
校
中央
大
掌

に
五
-
二
で圧
勝し
へ
金
剛
優
勝
を
な
し
と
げ
た
。
ま
た
凝
沢杯
争
奪

個人
戦
で矢
部
祐
幸
窟
(法
三
)
が
三
位
に
入
賞
し
た
。

ニコニニコニニニニの　ニ
さニ　ニゆロロニニコニコニニ
ニニ　ニ

京

大

人

事

ヨコロニニリニニニロコニニごまニロコニロニ　ニ
ユニニニニコニニロ

鼻
任

金
沢
大
医
掌
灘
付
団
病
院
訓
務
部
長

小
馴
遮翼
μ(医
掌
部

付
属
病
院
冒
理
誤
長
)

.併
任

評
騰
院

田
申
憲
三
(理
教
授
)

西
原
溝
庸
(工
教
授
)

数
理
解
析
研
究
所
教
投

伊
藤
漕
扁
片教
授
)

配
置
換

医
付
属
病
院
胃
理
課
匹

加
映
俊
次
(漫崎
大
医
附
団
病

院
簗
務
課
浸
)

寅
エ
大
繊
維
掌
稲
教
授

内
海
嶋生
(工
教
教
授
)

採
用

原
子
炉
実
験
所
教
奨
林
竹
男

事
務
代
墨

庶
務
鄙
蕨
務
牒
浸
事務
代
理

須
ノ
内憲、夫
(廣
務
溺

人
凄
課
陽Q
庸務
周
畏
窮務
代
理

住
茂
砿
(庶
務
部
艮
)

解
佳

人
文
科
研
所
畏
粥務
代
理

評
議
員

薪
内
漕
(人
文
科
研

教
授
)

十

一
一月
全
自
代
を
予
定

府
学
連
実
質
的
な
統

一
行
動
を
重
視

十
月
下
旬
か
ら
十
一月
申
旬
に
か
け
て

米
原潜
艦
寄
港
阻
止
闘
〔・は
全
国
的
な

隔
揚
を
がし
た
が
、
現
在
横
須
賀
へ
の

入
港
日
時
が
不
明
の
た
め
胆
止
闘
争
も

幾
分
下
降
綴
を
辿
って
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
に
伴
な
うて
学
生
運
則
の
当

圃
の
課
題
は
「全
学
連
再
建
」
問
題
に

第
約
さ
れ
て
い
る
。

.

10
・29
全
国
掌
蛇
統
一行
鱒、
11
・

7
横
須
翼

11
・12
佐
宙
保
・神
戸

藁
喚

11
・13
菓
斌
で
大
衆
的
な
闘

争
を
親
織
す
る
こ
と
に
成
功し
た
反

日
共
系
新
左
翼
各
派
では
馬
戦
いの

由
か
ら
統
一戦
線
全掌
運
の大
衆
的

六
再
嬬
を志
同し
てお
り㍉
十
二
月

12
-
13
日
東
嚥
で全
自代
を
開
く
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の全
自
代
に
お
い

て具
体
的な
再
建
プ
ラ
ン
お
よ
び
再

建
準
欄
委
員
会
な
ど
が
決
冠
さ
れ
る

だろ
う
が
へ
九
州
社
脅
同
へ
鱒
改
、

民
学
同
な
ど
が
全
学
連
再
建
に
洞
極

的
な
態
度
を
軍し
て
い
る
た
め
、
成

行き
が
圧
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

粉翻
鯉
麟
財噸
雛
蟹

全
国
統
一行
駒
の
保
障を
亟
視
し
て
一

お
り
、
原
溜
闘
争
に
お
い
て
「嶽
潜

阿
止
全
国
学
生
共
闘
会
犠
」
の
下
に

、
安
保
以
彼
初
め
て
の
全
国
的
闘
争

が莫
現
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し

一、
今
や全
寧述
再
嬢
の基
盤
は
確

保
で
きた
と
みて
い
る
。

平
民
学
連
も
動
き
活
発

一万、
こ
れ
ら
の全
学
運
再
娼
への
動

き
と
は
全
く
別
個
に
り闘
か
わ
ざ
る
組

織

平̀
民
掌
遅
"
民
曽
も
全
学
連
再
姥

に
動
い
て
い
る
。
平
民
掌
連
で
は
十
月

十
七
ー
を
八
日
東
京
で
全
自
代
を
開
き

十
二
月
十
日
か
ら
三
日
岡
ワ全
学
連
再

建
大
会
凸
を
開
く
こ
と
を
決
冠
し
た
。

こ
の
全
自
代
に
は
一五
一自治
会代
衰

者
、
三
二
自
治
会
オブ
ザ
ー
バー
な
ど

二
三
五
人
が
参
加
し
た
が、
非
民
虫
的

な
採
択
方
法
に
反
対
し
て阪
大
・京
大

経
・教
育
大
文
な
ど民
掌
同
糸
十
三臼

治
会
が
退
場
し
た
ため
、
民
ぼ
単
独
の

纂
会
と
な
り、
そ
の場
で
再
嬬
溝
備
委

員
会
(委
員
艮F
川
上
徹
・粟
大
)
を

結成
し、
第
十
五
同
大
会
以
後
の
全
字

巡
を
完
全
に
否
定
し
}＼
第
十
四
同大

会
当
時
の
規
約
を
受
け
つ
い
で、
全
学

連
を
再
建
す
る
こ
と
を
決冠
し
た
。
と

に
か
く
平
民
字
連が
十
二月
に
形
式
的

に
「全
掌
連」
を
再
罎
す
る
こ
と
ほ
確

かな
こと
に
な
った
が
、
彼
ら
が
民
鴇

"受
益
者
負
担
4
に
反
対

新
寮
闘
争
委
、学
生
部
と
団
交

五
科
目
が
必
須
に

法
学
部
演
習
参
加
の
条
件

昭
和
三
十
九
舞
度
入
掌
生
から
、
法
宰

部
で
は
二
圃
生
に
お
け
る
專門
科
目
に

必
膨
単
位
制
度
が
取
り
入
れら
れ
る
。

二
十
七
日
甲
田
掌部
長
に
よ
り箪
位

修
得
に
薦
す
るガ
イ
ダ
ンス
が
、
午

薗
十
時
E
三十
番
教
璽に
お
い
て
行

な
わ
れ
、
法
掌
秘
一同生
二百
名
余

が参
加
レ
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よる
と
、
今
よ
で
二
回

生
に
配貴
さ
れ
て
い
た
十
一科
目
(憲

法、
刑法
第
一齢
、
民
法
第
一部
、
目

本法
制
史
、
陶
法
軍、
政
治
機
構
論
、

国
際
機
構
喚

経
隣
原
験
第
}部
馬
同

第
二部
、
経
濱
戚
策
総
論
、
外
国
爵
講

読
)
の
う
至

外
鰯
講
脱
(二
単
位
)

を
含
め
て
、
五
科
目
十
六
単
位
を
取る

こ
と
"窺
習
参
加
の
必
須
条
件
と
な
っ

た
。

同
耶
長
に
よ
る
と
、
従
来
三
同
生
後期

か
ら
四
同
生
朝
期
の
期
聞
の
み
漬
習が

行
な
わ
れ
て
米
た
、
そ
れ
に
対
し
て
学

生
側
か
ら
、
三
回
生
の
初
頭
から
演習

が
行
な
わ
れ
る
よ
う
要
求
さ
れ
て来

た
。
し
か
k

演
習
に
入
っ
て
も学
生

の
基
礎
知
議
の不
足
から
能駆
が
上
ち

な
い
な
ど
で
現行
の
まま
の濱
習
制
度

に
さ
え
亨
障を
きた
し
て
いる
。
さ
b

に、
★
学
にお
け
る
遡門
教
墓

間の

延
長
の問
題
に
対す
る
現
在
田な
妥
協

策と
し
て
二
回生
に
於
て
一部
脚
門
科

目
を
履
修
さ
せ
て
釆
た
。
し
か
し
、
履

修
は
し
て
も
曼
験
し
な
い
76ど
の
塊
状

か
ら
掌
閲効
果
は
充
分
あ
が
って
いる

とは
胃
えな
か
った
。

に
　
　

ギ
　
ロ　は
へ

難
懇
灘
灘

新
禦
闘
争
委
員
会
(委
員
長
三
原
君

工
三)
を
学
生
部
と
の
団
体
交
澁
が

十
一月
十
七
日
午
後
一時
か
ら
行
わ

れ
(一)
撃

院
覆

闘
す
至

地

問
題
に
つい
て
(二
)
教
青
掌
部
の

土
壇
問
題
に
つ
い
て
(三
)
新
寮
付

将
殴
備
の
間
剛
に
つ
い
て
(四
)
受

益
者
負
担
の
原
則
に
つ
い
て
囁
し
合

った
が
、
あ
ま
り
新
し
い
礁
態
は
現

れ
な
か
った
。

(一)
に
つい
て
喚

熊
野
の
新
漿
竣

工
時
す
ぐ
に
着
工
で
き
る
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
を
学
牛蔀
も
今
ま
で
滋
り
帷

約
し
(二
)
に
つ
い
}起
鴨
教
胃
4
部

全
部
の
秒
肱が
困
難
と
な
っ
て
い
る
が

闘
委
側
は
、
中
途
半
踊
で
胃
わ
ら
ず

完
全
に
殺
満
図
ど
お
り
建
築
す
る
よう

一存
では
約

経

済

学

部

銀
行
・商
社
に
殺
倒

妻

灘

綿灘

嚢
繁諺

経
済
学
部
.繍
騨

済
学
部
卒
塞
予
定
者
の
教
臓
情
況
が
こ

の
糧
学
稲
に
よ
って
ま
と
め
ら
れ
た
o

こ
れ
は
十
月
十
旦
現
在
で
ま
と
めら
れ

た
も
の
で
、
就
職
稀
望
暫
二
百十
人
の

内
、
二
百
二
人
が
既
に
内
窟者
と
な
っ

て
お
り
、
就
職
耶
は
九
十
六
・
二%
で

前 夜崇 で 職 わ う 宵田 グ ラ ウ ン ド

 

運
営
に
再
検
討
を
必
要

,お

祭

リ

ム
ー

ド

4と

の
亀

裂

に

六十
四
犀十
一月
祭
は
馬
十
九
日
例
年

通
り
前
夜
祭
で
ふた
を
あけ
、
今
年
か

ら
始
めら
れ
た体
育
会
企
霞
に
よ
る
体

青
祭
や
、
準
欄
委
の
「弘
田
三枝
子
シ

ョー
」
等多
彩
な
角
ど
りを
そ
ろ
え
つ

つ
二十
四
日全
期
閥
内
企
闘
を
終
了
し

た
。今

年
の
十
一月
祭
の
一股
的
特
徴
は

前
夜
祭
を
の
ぞ
け
は
、
全
阪
に
非
常

に
低
闘
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
三
十
七
年
頃
か
ら
噸響
にな

りて
来
た
も
の
で
あ
り㍉
従
釆
の
ア

ー
マ
講
演
会
中
心
的
運
菖
に再
検
討

を
せ
ま
って
い
る
も
の
と
み
ら
れ
て

い
る
.

「現
在
の
状
況
は
、
常
生
総
体
を
包
含

す
る
様
な
統
噸テ
ー
マは
不
可
能
で
あ

る
」
と
い
う
聯
は
、
テ
ー
マ
討
勘
の
遺

程
で
し
は
し
ば
掬
珊
さ
れ
て
蒸
従
来

の十
一月
祭
の
隈
界
が
か
な
り自
覚
さ

れ
た
た
め
、
準
備
委
では
馬
体
育
祭
や

「弘
田
三
枝
子
シ
ョー
」
等を
概
り込

ん
で
、
お
祭
の
ムr
ド
を
高
め
よ
う
と

し
た
が、
績
局中
途
半
端
な
締
果
に
経

わ
った
。し
か
し
「お
祭
り
」
十
一月

祭
の
転換
の雌
渡
的な
も
の
と
し
て
積

極
的
な
評
価
尋
する
買
も
あ
る。

企
圃
別
にみ
る
と
、
嗣
夜
祭
は
、
か

た
り
の
人蝋
を
見
せ
、
京
女や
同
憲

社
簿
の
女
門..曳
が
目
立
,
た
。
ヂ
ー

マ
説
演
会
に
、
コ
'ソ
コ
ナ
リ
ズ
ム

の
再
生
と
蛾
後
民
♪
々
義
の
展
開
」

ヵ・テ
ー
マ
に、
一
・
二
・
三日
と
そ

れ
ぞれ
観点
を
変え
て
騙
じ
ら
れ
、

関
心を
錨
める
よ
う
な
講
師
は
、
少

な
か
った
と
は
彗
え
内
搭
的
に
は
、

初
朗
の目
的
を
樋
成
し
て
い
る
。

映
眠
で
は、

「術轡
の
す
べ
て
」
や

「女
と
もだ
ち」
な
ど
に
人
気
を
螂
め

全般
的
に
臼「て
も
八
分
以
レ
の
入
り

渉.見
せ
た
。展
小
では
、
あ
い
か
わ
ら

ず
医
レ都
の解
訓
展
が
げ
臼
され
た
。

前
夜
祭
は
盛
況

十
九日
午
後
五
時
授
業
が
終
了
す
る

と
陶
時
に
校
囚
は
い
つ
も
と
異
な
る

雰
囲
気
に
と
り
囲
れ
た
。
あ
た
り
は

も
う
諺
㎜く
、
棋
擬
店
の
小
さ
な
裸

電
球
と
ち
ょう
ち
ん
の
光
、
隅
の
方

に
V
って
ゲ
7ウ
ン
ド
を
照
ら
し
て

い
る
閏
明
灯
の
光
に
初
冬
の
寒
さ
が

し
の
び
よ

て
く
る
口
を
模
擬
腸
の

準
備
で
あ
ろ
、畑
が
た
ち
の
ぼ
う
て

い
た
。

五
時
半
か
ら
例
年
の
ご
と
く
覆

祭
が

始
ま
り
も
.2
て
の
賦
に
は
グ
ソ
ウ
ンド

ー
ム
も
、
た
け
な
わ
に
な
る
と
厩
勢
の

よ
い
連
甲
で
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
幅

の
人
埆
も
円
陣
が
あ
や
し
く
な
り
、だ

ん
だ
ん
と
ス
ト
ー
ム
塀
囲
気
に
肉
いだ

し
た
α
と
火
と
は
人
聞
の
動
物
的本
能

を
呼
び
起
こ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。摸
凝

店
は
、
や
は
り
人
出
お
か
げ
で
賊況
で

ど
の
店
も
満
員
で
あ
った
。
亮
上
げは

二
～
ヨ
乃
経
度
か
ら
一万
円
程
展ま
で

ま
ち
ま
ち
だ
が
、
赤
字
に
な
「
た
店は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
オ
リ
ン
ビ
ソ
ク
の影

塀
ら
し
く
「ウ
ル
ト
フH
」
な
一書
が

四
も
あ
った
。

周
色
な
の
は
西
部
罰
堂
に
お
け
る
、

「菓
・天
遺
激
思
想
研
究
会
」
と称
す

ろ
サ
ー
ク
ル
の
,H
l
P
・FE
ε

T
E
6
(尿
年サ
ル
ヴ
/ド
ー
ル
・

々
り
)」で
、
女
人
埜
制
の
甲に
二、

三
人
の
女
性
の
飛
入
りら
し
い
のが

混
入
し
、
外
人
が
五
、
六人
と
研
究

教
育
は
九
〇
%
内
定
か

あ
る。三十

九蝶
度
終
済
学
邸
卒
築
予
潔
者

は
二
百
十
七
人
で
、
内
二
百
十
人
が

就
職
を
希
躯
し
て
い
る
。
宋
就
職
の

内
駅
は
、
大
宇
院
四
へ

受
験
中
四

人
希
盟
せ
ず
三
人
、
不
明
四
人
で
あ

る
就
臓
先
を
見
る
と
住
友
銀
行
十
五

人
毘華
頭
に
三
湘
銀
行
十
三
人
丸
紅

飯
田
五
人
と
、
こ
こ
淑
年
銀
行
鯛
係

が
常
に
上
位
に
あ
る
。
ま
た
製
造
業

と
金
融
保
険
商
社
の
二
つ
に
就蹴
先

を
犬
別
す
る
と
、
三
十
七
年
以
来
金

融
保
険
商
社
へ
の
就
職
の
比
寧が
増

大
し
て
い
る
こ
と
が
洋
臼
さ
れる
。

(閃
み
に
刎
均↓
窓あ
げ
る
と就
職
会

社
百
五
社
就
職
囚
ア
者
二
百
二
名
で

金
融
保
険
商
社
の
比
邸は
三九
鋭四

十
六
%
、
三
十
七
蝕
のそ
れ
は
三十

八
粥
で
あ
る
。
)

一方
、
牌
職
内
定者
む
ど
の位
の
数

の
会
社
を
受
験
し
て
いる
か
を
見
る

と
一社
受
験
で
囚壇
し
て
いる
者
が

七
十
六
人
で圧
倒
的
に
多
氏

以
下

=
社受
験四
十八
人
三
社
夢
験
四
十

一天
と
少
なく
な
って
い
る
。
学
邸

の
と
っ
た就
職
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
今
レ
の就
減
状
況
の
特
長

を
見る
と
(一)
穴
手
の
都
市
銀
行

大会
員
数
名
と
と
も
に
バ
ネ圃
わ
っ

て
いた
。
正
間
に
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
を
ず
柔
醇
階
い
中
に
バ
ネ同
わ

る
。
ド
ラ
ム胃
を
た
た
曳

天
井
か

ら
下
る
縄
に
ぶ
りさ
が
る
、
ツ
ィ
イ

ト
ら
し
き
も
の
を
踊
る
姿
は
あ
や
し

げ
六
照
明
の
中
で
異
様
πム
ー
ド
を

感
じ
さ
せ
た
。

と
にか
く
改
に
な
れ
ば
い
つ
も
は
ひ
っ

そ
り
と
す
る
百
乃
頑

梨
一条
付
近
も

岩
日
ば
か
り
は
、
フ
ノシ
ュ
ア
ワ
ー
並

み
の人
出
で
あ
った
が
、
さ
す
が
に
九

時
半
頃
に
は
ひ
っそ
り
と
乱
り
、
人
影

も
ま
ば
ら
に
な
った
。

な
お
、
昨
年
計
画
さ
れ
て
あ
ま
り
放

功
と
は
書
え
な
か
った
彼
硬
祭
は
馬

今
は
と
り
や
戦

「瀦
劇
コ
ン
ク
ー

ル
」
な
ど
も
血
画
さ
れ
な
か
っ
た
。

六
望
ぜ
は
↑
発で
択
め
て
い
る
こ
と

り

が
上
げら
残
前
記
の
富
実
と
奇
致

し
て
いる
爪そ
し
て
内
定
の
方
法
は

面
接
のみ
が
多
い
が
、
内
逡
通
知
は

既
貝

翌晋
、
あ
る
い
は
二
、
三
日

後
に受
け
て
い
る
●
(二
)
最
初
か

ら
公務
員
憲
望
甘
は
二
、
三
人
し
か

い
ず、
会
社
と
の
両
魁を
と
って
い

る
。
(三)
出
足
の
遅
か
った
菅
は

人
に
先
ん
じ
ら
れ
て
青
戦
し
て
い
る

(四
)
蟻
記
猷
験
も
形
式
だ
け
の
所

が
多
いこ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
お

の
へ
ま
さ
に
軍
い
ぜ
が
勝
ち
の
畷
を

地
で行
く
就
職
状
況
で
あ
る
。

　

鞠

:
°
教
育
与

教

育

学

部

罵

の
本

鑓
墓

業
予
定
者
の
就
職
状
況
も
ほ
ぼ
例
ヰ
な

み
の
九
十
%
以
上
に
な
る
も
のと
み
ら

れ
る
。
十
一月
承
現
在
、
卒
業予
冗者

は
質
人
で
、
う
ち
12
i
13人
が・天
守院

戯
掌
を
希
望
し
残
り
が就
職
を
希
望
し

て
い
る
。
就
職
希
昭
誉
のう
ち現
在
ま

。鴨

角
慧

な
い
こ
と
は
明
白
な
の
で、
残
り
を
字

校渉
負
担
せ
よ
と
要
求
レ
たが
掌
生
耶

と
し
て
は
へ
残
り
全
耶
を負
担
す
る
こ

と
は
不
可
能
だ
が
あ
る
程度
は
保
証
す

る
こ
と
を
示
し
た
が呉
体
的
な
隅
合
は

進
ま
な
か
っ
た
。
(四
)は
謂
物
価
の

値
上
り
の
中
で
維持
蟹
の値
上
喉

水

、燈
光
熱
費
の
支
払
い
など
目
炊
制
展
に

よ
る寮
生
の
経
済
的負
担
の増
大
は
計

は
二干
人く
ら
い
の
人
で申
皇
梛
が
わ

ず
か
に疎
ら
で
ほと
ん
ど
満
員
と
竃
っ

た
。
ステ
ー
ジ
ア
ト
フク
シ
コン
が
済

み
、
ブ
/イ
ヤ
.〈ト
ー
ム
を
屯
火
す
る

馳
に
は、
グ
ラ
ウ
ツ
ド
に
は
三
干
人
以

上
の人
で埋
り
男
女
雑
は
す
る
の
は
や

は
り
京
大
生
の
威
力
か
。
山
閾
学
生
部

畏ら
の参
珊の
下
で
、
応
援
団
の
指
導

よ
ろし
く
は
じ
ま
った
ソ
ァ
イ
ア
X
ト

せ
な
い
と
し
}、
丈
部
省
の
示
した
「

受
益
誉
賃
担
の
原
則
」
に
反
対
した
が

'
掌
生
部
は
、
でき
る
だ
け
努
力
は
す
る

が
多
少
の値
上
りは
仕
方
が
な
い
●
自

炊
制
度
に
よる
デ
ー
タ
ー
を
示し
て
ほ

し
い
こと
、
そ
れ
に
棊
い
炊
央
の
公
務

員
化
も文
沸
省
に
嬰
求
で
き
る
、
と
答

えた
。

自
衛
官
問
題
盛
上
ら
ず

説
明
会
阻
止
も
不
成
功

一自
衛
胃
間
周
全
字
対
娠
会緩
は
、
十
九

日
工
宰
協
に
お
い
て行
なわ
れ
た
「自

衛
隊
技
術
貸
貿
牛
説
明
会
」
の
一般
字

生
の
不
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
たが
、

字
枕.自
身
の
自
衛
隊
に
関し
て
の慧
識

の
薄
さ
も
手
伝
う
て
納
局
参加
し
た
も

の
は
二、
三人
に
と
どま
った
も
よ
う

で
あ
る
。

こ
れは
十
一月
十
三日
原
漕
眼
止
自

衛
隔
争
囚叙
入
反
対
重
税
高
物
価
反

対
金
京大
兵
闘
隼
会
に
お
い
一、
説

明
会
ボ
イ
コ
ソト
運
駒
を
薩
め
よ
う
,

と
の方
針
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
も

と
つ
いた
も
の
で
あ
った
が
、
当
日

は
「手囚
で
の
目
衛
隊
の
動
き
に
注

建築、建 築

建
綿
ブ
ー
ム
」

ー
何
や
ら
愉
快
な響

き
が、
こ
の
副
粟
に

は
あ
る
。
様
々
な言

葉
一つ
一つ
に人
は

あ
る
イメ
ー
ジ
を
辺

い
て
い
ろ
も
の
だ
。多
く
の人
は

こ
の
「建
嚇ブ
ヨ
ム
「と
いう
訂

葉
か
ら、
オ
リン
ピ
ック
の東
京

を
憩
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ぼう
大
な建
物
、
高
速
道
路

1馳051MII■閃嚇●鱒・●魯鱒Bll劉棚11撃10川潤巳1静1鵬IM51川1尋11緬19川1川1川鱒ll川3●9騨晒9幽川瞳鯛.

の写
誕
、
そ
し
て
そ
れ
に
加
えら
れた
嬢
え
き
れ
な
い
批
判
と
に
、
人
は
鼻
瞳
粕
ふ
く
らま
せ、
そ
の粘
騨
に
こ
び

㎜り

り
っ
ヒ
た
に
お
い
に
、
あ
た
ふ
たと
、
六
に
や
ら
繁
が
し
げ
な
、
そ
し
て
何
の
た
め
に繁
い
でい
る
の
や
ら
忘
れ
て

㎜

し
ま
って
い
る
人
々
ー
帥
走
の自
分
の
姿
に
も
似
た
人
々
の
輝
を
か
ぎ
と
っ
た
。
さ
て無
事
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
聡
鴨

わ
った
。
人
は
再
び
コー
ト
のえ
り
を
ユ
、
冷
い
秋
風
の
塁

な
に
ごと
もな
か
うた
よ
う
に
糊
を
落
し
て
歩

朧

い
}」ゆ
く
。
な
に
ご
と
も
准か
った
の
か
?
,てう
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
今
や
わが
頁大
は
「廼
輿
ブ
ー
ム
」
な

-̀

の
で
碧

。
疑
墓

の蟻

器

咲

響

鶏

に
行
・
て
み
る
が
よ
い・
操
讐

葺
に
す
る
こ
と
が
で
毫

㎜

は
ず
だ
。

踊

や
が
て
冬
が
や
っ
てく
る
。
戯
し
い
露
精
れ
の
梅
内
に
、
円
も
あ
や
な黄
邑
い
ヘル
,̂'ソト

の
躍
動
を
見
る
の
は

 怨
'＼鳳
い
だ
.り.2

;

…

…

…

…

…

ー

…

…

量
論

体
育
館
の
獲
得
め
ざ
し

体
育
会

体脅
会
は
先
月
二
十
八
日
、
体
育
会
内

に体
脅
館
設
立
準
欄
委
員
会
(委
員
畏

滑水
矩
宏
君
)
を
設
け
、
体
脅
館
獲
衛

運
呵
の嘱
欄
を
薩
め
て
い
る
こ
と
を
明

準
備
委
員
会
を
設
立

ら
か
に
し
た
。

体
青
会
は
か
ね
て
口大
の体
向
施
設

の
徽
弱
さを
間
只
にし
て
き
た
が
、

現
社
の
体脅
教
譲
の
不
胸
な
状
態
75

搭藁
灘
雛
購
轍
翻
縞艇
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本
か
図
け
過
前
に

ど
申を.好え
、
ま
ず
体
育
館
獅得
を
目

的
と
す
る
こ
と
を確
躍し
た
。
こ
の

た
め
体
訂
会
は、
他
穴
掌
の体
育館

の
現
状
を
調
べ
る
と
と
もに
、
各

預
動
酌
に
ア
ンケ
長

を
と
り
、
七

月
興

施
設都
長、
学
生
部
畏
輝
と

瀕
し
貧
つた
し
こ
の結
果
、
賢
金
、

場
所
、
般計
管
理
問
題
た
ど
は
確

答
を
えら
れな
いな
が
ら
も
、
「体

育
館
設
▽
の
照窯
は
允
分
ある
。
学

生側
から
饗
求
を
撒
り
♪
げ
て
く
れ

れ
ば文
部
劣
に
広
郎
度
予
騨
に
含
め

るよ
う
炎
求
す
る
。
場
所、
施
設
辱

の問
題
に
閤
し
て
は
穂
極
的
に
学
生

餌騨
跳鎌
蕪
煙麟
三

目
し
、
勘
胎
を
蟷
め
よ
う
」と
題
す

る
ビ
ラ
が
撒
か
れ
た
の
み
で犬
き
な

ト
ラ
ブ
ル
は見
ち
れ
な
か
った
よう

「
で
あ
る
。

現
在
、
自衛
冒問
題
に具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
のは
全
宰統
一派
"
日

共
系
に
属
する
緒
団体
の
み
で
全
掌
的

な
昂
揚を
見
る
に
は
致
って
い
な
い
。

ま
た
還
動自
体
が
長
期
的
展
望
の
申
に

あ
3
、
爆
発
的
な
衝
撃
に
よ
って
も

昂
揚
す
る
と
い
う
こ
と
も
見
ら
れ
ず
き

わ
め
て
地
味
な
活
劒
が
属
け
ら
れ
て
い

る
当
聞
、自
衛
頁
問
題
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
が
全
¥
対
象
に
行
な
わ
れ
る

予
定
で
あ
り
そ
の
錐
計
が
自
衛
官
聞
題

全
掌
対
策
会
議
に
よ
って
な
さ
れ十
二

月
初
旬
に
そ
の
稲
果
が
公
戊
さ
れ
る
。

》駐

葦

響
-
唖
匿■
1

ほ
　
は
のナ
　　
や
レ

購
磯灘

さ
ま
`
ぶ
り
をテ
レビ
でP
Rし
て
詰

題
を
よ
ん
だ
こと
は、
ま
だ
紀
憾
に
残

っ
て
い
る
と
ころ
に
へ
今
度
は
,自
衛

隊
の
実体
を
ある
が
ま
ま
に
国
民
に
知

ら
せ
た
い
8と
いう
才
旨
で
「列
外
一

員
」
と
いう
アレ
ビ
ド
ラ
マを
F
テ
レ

ビ
が
甲心
に
な
って
企
岡
レ
た
こ
と
か

ら
、
また
ま
た
各
力
面
へ、
数
々
の
話

題
をな
げ
かけ
た
▼
原
作
は
現
役
の
二

等
空尉
が
弘
文
鴬
から
出
蔽
し
た
周
名

の
本
で
ある
が
り国
の
平
刷
と
国
民
の

幸
植
を
護
る
自
衛
隊
と
国
民
と
は
種
め

て密
接
なつ
な
が
り
を
持
って
い
る
は

ず
島な
の
に
ワ国
民
の
大
半
は
そ
の
実

体
を
知
ら
な
い
`
「企
圓
醤
・解
説
」

か
ら
)
か
ら
,理
解
あ
る
自
衛隊
の
全

面
的
な
後
援
を
う
け、
附
海
空
の最
耕

の
各
稗
兵
器
を
勤
員
6
し
て
立
体的
な

画
面
を
通
じ
、
自
衛隊
の姿
を
国
民
に

知
ら
せ
て
く
れ
る
の
だ
と
いう
。
内
蓉

は
徹
膨
し
た
自
衛隊
膜
漿
で多
分
ζ
の

ド
ラ
マ
を
見
る人
は肖
衝
隊
に
対
す
る

館
識
を
変
え
る
か
もし
れ
ぬ
が
、
残
念

な
が
ら
(?
)
躍自
衛
隊
のP
R
`
に

神
経
を
と
がら
し
て
いる
日
共
が
甲
心

と
な
っ
て
の
及対
還
動
の
た
め
賜
の
目

を覚
る
こ
と
がだ
い
ぶ困
難
に
な
った

よ
う
だ
▼と
ころ
で
、
間
題
は
民
放
と

ス
爪
ン
ケー
の
点で
ある
。
,雛
隊
と

し
て
の
目衛
隊
存
在
の
司
召
を
論
ず
る

の
はさ
て
お
き
6
(周
じ
く
企
閥
蟹
)

とに
か
く
ス
ポ
ン
サ
ー
の
醤
ぴ
そ
う
な

住
臨を
作
って
罵
波
に
流
し
込
も
う
と

いう
ので
は
、
国
昆
の
み
な
さ
ま
は
さ

てお
畠『
一に
も
二
に
も
商
柔
ぺ
ー
ス

と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
▼
T
V

局
は
私
企
業
だ
が
、
そ
の
煕介
と
なる

電
波
は
国
民
の
み
穴
さ
ま
の
も
の
で
あ

る
ρ
番
組
の
囚
奢
が
たま
たま
自
衛
隊

P
R
運
恥ド
ラ
マ
と
いう
新
手
鷺
場
に

よ
3
、
ク
ロ
ー
ズ
。
ン
ップ
さ
れ
た

わ
け
だ
が
、
民
放
T
V
も開
局
十
年
を

逓
ぎ
、
か
つ
て
の化
形
解
漿
と
し
て
め

ざ
ま
し
い
躍
進
ぷり
が
多
少
艮え
始
め

た
と
も
い
われ
る
昨
ムス
いま
一環

公
け
の
も
のと
し
て
の
嬉
波
を
通
し
て

の
私
企業
であ
る
民
放
と
ス
本
ン
サ
ー

と
の
関係
を
番
組
内
容
を
甲
心
に
し
て

ノ内え
てみ
る
のも
ムズ
六こ
と
で
は
な

い
だ
}つ.つ。

全
6
堂
羅

?

諸
科
学
の
最
新
の
成
果
を
取
り
入
れ
、
専
門
家

の
共
同
討
議
に
よ
っ
て
、
激
動
す
る
現
代
を
多

角
的
に
捉
え
る
画
期
的
な
試
み
!

一定
の
結

論
を
前
提
せ
ず
、
あ
べ
ま
で
も
具
体
的
な
事
実

に
即
し
て
、
今
日
の
問
題
の
核
心
を
明
ら
か
に

す
る
。
い
か
な
る
立
場
に
あ
る
読
者
も
、
こ
れ

に
よ
っ
て
自
ら
の
問
題
を
正
し
く
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

A
5
判
・上
製
函
入

騎
轟
鍵
螢

"薙
払
嗣

こ

の

「
講

座

」

を
す

す

め

る

谷

川

徹

三

現
代
と
はな
に
か
、
羅

の聞
題
ほ
ど
こ
に
あ
るか
。
これ
は
みん
な
に
分
って
い
る
よ
う

で
い
て
、
奥
は
た
い
て
い
の人
に
分
って
い
な
い
こと
で
あ
る
.
自
分
と
い
うも
のが
、
自
分

に
最
も
近
い
も
の
で
あ
ると
共
に
、
自
分
に
最
も遠
い
も
の
で
あ
る
よ
うに
、
現代
も
ま
漏
ね

れ
わ
れ
に
最
も近
いも
ので
あ
る
と
共
に
、
わ
れわ
れ
に
最
も
還
い
も
の
な
ので
あ
る
。

こ
れ
は
い
つ
の
時代
に
も
、
そ
の
時
代
を
翼に
認
麟
し
た
も
の
が
少
な
か
った
と
い
う
歴
黒

的
事
実
に
よ
っ
て
冥匪
せ
ら
れ
る
ζ
と
で
あ
る
が
、現
代
が
特
に
大
き
な
流蛎
と
変
転
と
の
時

代
で
あ
る
こ
と
に
よ
って
一層
そ
れ
は
璽
矯にな
って
い
る
.

岩
波
購座
「現
代
」夢
私
は
糟
読
した
者
で
はな
い
.
し
か
し
現
代に
お
け
る
科
学
の
質
的

変
貌
々
現
代
技術
の到
逮
点
か
h婚
って
、社
会
主
薪
世
界
の
属
瑛
植
民
地
独
立
の
意
昧
、

資
本
主
義
の翼
踊漏成
、
冷
戦
の
現
状
、競
争
的
共
存
の
課
題
と
、
多
岐に
亘
る
現
代
の
諸
問
題

点
を
、
そ
の
キー
.ポ
イ
ン
ト
に
お
いて
と
ら
え
、
ひ
い
て
現
代
の国
城
や
、
民
衆
や
経
済
や

戦
争
に
鋭
い分
析
を
加
え
て
い
る
詩諭
稿
に
は
、
私
に
深
い
感
鮪
を与
え
た
も
の
が
多
い
。
現

代
の
戦
争と
平和
に
関
す
る
質闘
に
答
え
た
ラ
ッセ
ル
や
ケ
ナ
ンや
パ
ト
ラ
可
ら
十
数
人
の世

界的
知
餓人
の回
答
も
董
兀輿
昧
深
い.

特色

店
還

書
㎡欝 ㊤

▼諸
科
学
の
成
果
の上
に
立
った
総
合
的
な
現
代研
究

▼
多
橡
な
立
場
か
ら
の

爽
証
的
な
漉
奥
分
析
▼
岡
体
制
の
競
争
的
共存
を
前
提
と
ず
る
科
学
的
な
比較

▼
世
界
史
的
棍
野に
立
つ日
本
の
進
路
の
探
求

▼主
器
側題
に
つ
い
て
の
歴更

的
概
観
と
社
会
四
.政
治
的
諸
富檎
の
解
説

▼本
巻
H
巻
と
別
巻
2
巻
と
の畿

能
的
結
合

▼
詳細
な
小
見
出
し
と
参
考
文
献解
説

こ
の
講
座
の
本
巻
(第
1～
14
巻
)
に
続
いて
刊
行さ
れ
た
別
巻
(ユ
。2
>は
、
先
行
す
る

各
を
に
お
け
る
現
代
認識
を
い
っそ
・2
熟体的
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、本
巷と
は
独
立
し

て
日
常
常
識
を確
実
.豊
冨
に
ず
る
ハ
ン
ドブ
ック
ま
た
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
クと
し
て
役
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
編
集さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。す
な
わ
ち
世
界
各
国
の
敢
治
経済
亭
情
お
よ
び
ヒ
要

な
国
際
機
構
・団体
の
動
向
を
一つ
一つ具
体
的
に
解
説
ず
る
。
正確
さ
闇潔
さ
と
と
も
に
読

み
易
さ
に
留
意し
た
叙
述
は
、
躍引
く要
覧
"
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
"読
む
曝
覧
拶
と
し

て
読
者
を
未
知
の領
域
に
み
ち
び
く
であ
ろ
う
。

監
修
小
椋
広
勝
・岡
倉
古
志郎
・蟻
山
芳
郎
・渡
辺
誠毅
・嬉
野
満
洲
雄
・岡稔
・告
藤
足
幸

〈
別
巻
τ
>

1国
際
機
構
・団
体
甜国
際
連
合
、
政
冶
機
構
、
防
衛機
構
、
経
済
機
構
、後

進
国
開
発
機構
、
科
学
機
構
、
労
働運
動
、
平
和
・連
帯
運
動

H各
国
別
政
僧
経
済
亭情
騒

ア
ジ
ア
、
申近
東
・北
ア
フ
リ
カ
、
アフ
リ
カ
(サ
ハラ
以
爾
)

`
、

〈
別
巻
2
>
西
ヨー
ロ
ッパ
、
ソ
遅
・東
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
、
北
アメ
リ
カ
、
申
央
・南
ア
メリ

カ
、
オ
セ
ア
ニア
、
両
極
地
方

統
計
表
・付
表
(主
要
な
指
綴に
つい
て
の
国
隙
比較
)

●
各
地城
別
に
地
図
を
つ
け
る

本
巻
の
内
容

-現
代
の
問
題
性
龍謡
懇

・濯

.技
術
と
董

他

・篠

駐
義
世
界
小叢

4植
民
地
の
独
立
罐
枯畿

5資
本
主
義
の

再
編
成

奮
量
人
把

6
冷
戦
-
藩
的
零
〒

籍
融
他

7現
代
の
戦
争

8現
代
の
国
家

9現
代
の
経
済

り現
代
の
芸
術

"現
代
の
民
衆

2競
争
的
共
存

董と
民
主
主
義

B謬
隔
共
存

u
平
和
の
条
件

田
申
頓盗
一他

辻
簿
明
他

躰躍
擢

加
藤
潤
鰯他

日
高六
郎
他

福
田
歓
一他

響狸

樋
,

425
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　寵谷擁昭薯芸術の自己革命
一

こ
の
養

桶
谷

秀
昭
は
読
暫
新
聞

に
私
の
騨
論
婆
の

書
評
を
寄
せ
て
く

れ
た
震

そ
の
と

き
、
彼
の
軌
跡
が

私
とは
全
く
対
照
的
に
異
質
な
も
の
で

あ
る
こ
とを
兜
った
。

騨

雛
『

嘗
っ
て
の
私と
は
異
な
り
、
一橘
大

掌
生
の
こ
ろ
の
彼は
、
お
の
れ
の
内
郎

の
検
罰
ぬ
き
で社
会
的
現
実
な
ど
と
い

う
社
会
料
掌響
年に
自
己
形
成
な
ど
で

き
る
も
の
か
と
反発
す
る
一文
掌
冑
年

で
あ
った
こ
と
。そ
し
一、
そ
の後
、

生
活
の
現
突
に
直
面
ず
るに
及
ん
で
、

私
は
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギー
の催
眠
術

に
か
か
って
い
た
自
分肩
身
を
知
り、

彼
は
「跡
負
は
、
高
く
つ
く代
価
を
払

つ}、
現
笑
の
根
源
に
強
い
られ
て
下

降
す
る
つら
さ
を
知
っ
た
人
問
の
側に

あ
る
」
こ
と
を
知
った
こ
と
か
ら
囚的

格
闘
の
無
限
逗
甥
(自
己
史
)
が
飴ま

った
の
で
あ
る
。
同
じ
自
己
史
と
い
っ、

ても
玉
対
他
的
な
も
の
か
ら
入
(
た
私

にと
ユ
、
即
自
的
な
も
の
か
ら
入
っ

た
彼
の内
的
格
闘
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
せ

ひ
と
も把
ん
で
み
た
い
と
い
う
意
欲
を

趨
こ
さ
せる
。
今
回
馬
深
夜
叢
轡
社
か
'

ら
刊行
さ
れた
披
の
評
齢
察
「芸
術
の

自呂
革
励」
は
、
そ
ん
な
私
の
欲
求
を

澗
た
し
てく
れ
る
も
の
で
あ
る
。

歪

には
、安
保
闘
争
の
最
高
揚
期

の
穴
O
年
六
月に
出
た
「典
型
」
(村

上
一郎
ら
と
の岡
人誌
)
七
号
に
掲
載

さ
莞

「思
想形
成
蓬

に
は
じ

ま
り㌦
今
年
の
四
月
三〇
日
何読
書
新

聞
の
「本多
秋
五蹄
」に
至
る
ま
で
の

闇
に
、
主
と
し
て
「リ
ア
リ
ズ
ム
の呪

か
ら
と
り出
じ
て
お
こ
う
。

「安
保
闘
争
律

た
た
か
い
の
ほ
こ

げ　

を
ひ
い
て
還る
べき
職
場
を
失
い
、
都

市
の
片隅
に低
く
た
れ
る
軒
の
下
で
、

一さ
さ
く
れ
た
ノ
ート
κ還
い文
字
を
記

し
は
じ
め
た
と
き
か
ら、
わ
た
レ
ζ
、

武
井
(昭
夫
)
お
よ
び
そ
の思
琢
を
同

い
く
ず
る
暫
た
ち
と
の
間
には
、
坦
め

が
た
い
断
絶
が
生
じ
」
(二
九五
ぺ
ー

{轍鶏羅 鱒難
～ 宍 戸 恭 一一

 

し

饗

り雷

巳
墓

と
い
う
モチ
」

ジ
)
、
そ
し
}、
つ
い
に
、
六
三
竺

フ
の
追
及
か
ら
生
み
ださ
れ
た
。長
短

と
り
ま
ぜ
て
二
Q
数
編
の
験文
が
、
四

部
に
分
け
て
奴
録
さ
れ
て
いる
oヨ

本
筋
に
入
る
煎
に
、
な
ぜ
彼が
「リ

ア
リ
ズ
ム
の
呪
縛
か
ら
の
自
己
解
放
」

な
る
モ
チ
ー
フ
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
え

婆
ち
た
か
を
知
る
の
に
直
接
的
な
素

材
と
な
る
個
所
を
、
参
蒋
ま
で
に
同
醤

二
月
七
日
付図
蟹
新
閲
よの
、
武
井
の

響
雷
の轡
評
で、
「武
井
が
現
在
「か

ぎり
な
く
澱
璽
」
と
し
,日
本
の
文
学

運蛎
の未
釆
8を
に
な
う
と
蒋
え
て
い

る
新
日
本
文
学
会
に
た
い
k

わ
た
し

は
ま
さに
反
対
の理
由か
ら
脱
会
通
知

を
出
レ
た」
(三
三九
ペ
ー
ジ
)
、
と

公
琶
し
て
いる
。
②

瀦
齢
壁

さ
}、
木
需
の
意
糾
は
ま
ず何
より

も
著
者
の
内
的
格
闘
の
紀
録
と
い
う
こ

と
に
求
め
な
け
れ
は
な
ら
な
い
し
、
そ

れ
が
た
め
に
は
、
い
わ
ば
彼
の
闘
争
宜

誘
で
あ
る
と
商
時
に
、
思
想
の
康
艶
が

凝
縮
さ
れ
た
も
の
と
も
い
う
べ
き
「思

想
形
成
と
文
体
」
か
ら
入
る
の
が
順
当

で
あ
る
。

そ
こ
で著
者
は
、
「載
う
べ
き
敵
」

と
』
、

「現
笑
を
絶
対
視
し
日
本
人

の
伝
統
的自
然
感
を
逆
手
に
と
って
歴

史
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ムを
嘱
え
る
小
林
秀

雄、
福
田恒
穿
そ
の
糸
列
の
文
壇
作
家

・批評
家
。葉
山
嘉
樹
も
石
康
慎
太
郎

も
同
列
と
する
無
思
想
性
・反
倫
理
性

に
も
と
つ
く江
藤
淳
の行
動
文
体
論
。

(以
下
路
)
」を
あ
げ
、
「芸
術
革
命

派
二
対
し
て
は、
人
聞
のレ
ー
ベ
ン
と

の
切
断
さ
れ
た
と
こ
ろで
芸
誉

蔑
命

↓
現
災
硬
革
が
行
いう
る
と
は
か
ん
が

え
ら
れ
な
い
」
k

一方、
「価い
伝

統
的
〃描
写
論
`
に
無
反
省
に
なず
み

な
が
ら
現
実
変
革
の
思
想を
唱
える
リ

ア
リ
ズ
ム
文
字
に
同
ず
る
こ
とは
でき

ない
」
と
批
判
す
る
。

そ
し
一＼
そ
の
よ
う
な
闘
争
軍
昌を

裏
何け
る
も
の
と
し
一、
署
者は
思想

と
は
何
か
壷
間い
、
そ
の
根
は
「人
周

の遺
界
槻
」
に
あ
る
が
、
し
か
し
な
が

ら
、
あく
ま
で
も
ア
。ブ
リ
オ
リ
な
階

級観
を
拒
否
し
、
「口
界
観
は
思
想
形

成
の鍛
冶場
」
だ
。
思
想
は
そ
れ
じ
し

ん
の運
駒を
す
る
が
、
文
学
に
お
け
る

思想
と
は
「そ
れ
が
発
生
し
た
鍛
冶
場

へ
の逆
流
運
動
を
木
断
に
と
も
な
う
」

　

レ
たが
二
、

「思
想
的
に
は
高
い
が

警
術
的
に低
い
(ま
た
そ
の
逆
)
と
い

う
作隔
評
価
」
や
、
「現
冥
を
あ
り
の

まま
に
描く
とが
、
客
観
的
リ
ア
リ
ズ

ム
」
な
ど
は
、そ
の逆
流
運
醐
を
と
も
'

な
わ
な
い
も
の
の悪
し
き
典
型
で
ある

と
い
う
こ
と
にな
る
。

響
者
に
と
3
、
革
命的
な
現
実
認

識
と
は
馬
「現
実
の
地
衰を
な
ぞ
る
こ

と
で
は
な
宝

そ
の
地
下
へ降
り
て
ゆ

く
作
業
」
で
、
こ
の
思
講
を
煮
つめ
た

と
き
、
彼
の
内
稲
世
界
に
「文
字
の生

命
は
社
会
の
下
部
構
遣
の
変
革
に
堪
え

次
類
の末
来
へむ
か
り
置
ど
ご
ま
で
も

光
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
か
に
あ
る
」

ロ

(二容
ハペ
ー
ジ
)
と
い
う
文
字
観
が

生
成す
る
。
ぞ
レ
一、
そ
れ
蟻

欝
に

,一本
の糸
と
な
って
つら
ぬ
か
れ
馬

㌔「リ
アリ
ズ
ム
と
は
何
か
}
で
、
埴
谷

雄
箭
の
「遜
冗的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
論
に

蟹
な
っ
て
くる
。

し
か
し
壇
谷に
抱
く
署
管
の闘
心
が

「く
も
の
集
の
か
か
った
屋
根
墨
鄙
屋

{で
氷
久
.卑爾
の
理
論を
志
向
し
て
いる

永
久
革
鮪
者
の
思想
と
、
かれ
のリ
ア

リ
ズ
ム
の
方
法
が
円
瑚す
る
と
ころ
」

(二
八
三
ペ
ー
ジ
)
に
同
け
り
れ
て
い

一る
こ
と
は
馬
や
が
て
著
省
の
リ
アリ
ズ

ム
編
が
埴
谷
の
そ
れ
を
弦
き
う
る
司
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
で
の
曽
爾
の
「リ

ァ
リ
ズ
ム
の
呪
縛
か
ら
の
目
己
解
放
」

の大
筋
は
、
索
朴
反
映
論
の
西
疋
か
ら

蕪
灘

評
価
す
る
視
角
が
出
さ
れ
て
い
る
(第

三
鄙
)
。
中
野
に
つ
い
て
は、
私
目

身
、
署
者
や
吉
本
陸
明
が
す
で
に明
確

に
し
た
評
価
以
上
の
も
の
を
いま
持
っ

て
い
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
私
見
捲
さ
し

は
さ
む
こ
と
は
や
め
て
お
く
。が
、
久

保
に
対
す
る
署
者
の
評
価
に
は、
賛
聞

し
難
い
。糠

畑鎚

久
保
栄
の
評
価
の
困
難
さ
は
、
一ロヨじ

で
い
え
は
、
自
ら
新
劇
の
正
糸
た
ら
ん

と
し
て
闘
い
、
そ
の
故
に
こ
そ
、
「正

系
」
の
中
の
異
端
と
し
て
疎
外
さ
れ
た

と
いう
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
い

う
こと
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
い
い
か

えれ
ぱ
、
社
会
主
純リ
ア
リ
ズ
ム
に
対

し
}、
久
保
は
反
資
本
主
蝿
リ
ア
リ
ズ

ム
を提
唱
し
た
と
い
う
よ
う
補

社
会

主
磯リ
ァ
リ
ズ
ム
論
争
の
土
俵
上
で
齢

ず
る
こ
と自
体
に
㍉
久
保
栄
の
正
体
を

見
失
う元
兇
が
あ
る
の
だ
。
著
薔
は
、

痘
界観
と、
創
作方
法
へ
と
い
う
こ

と
ば
は
、安
易
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
は

な
ら
ぬ
。」と
いう
こと
は
、
「社
会
主

義
リ
ァリ
ズ
ム
論
争
の
あ
た
え
る
大
き

な
教
訓
で
ある
(二
三七
ペ
ー
ジ
)
、

と
い
い、
「火
山灰
地
」
は
ρ
「ブ
瓜

レ
タ
リ
ア
文
掌
の癌
で
ある
累
朴
反
映

論
の
残
澤
を
す
く
六
から
ず
ひき
ず
っ

て
い
る
。
こ
の
リ
ァ
リズ
ム
作品
に
っ

き
ま
と
う
欠
陥
を
、
蕨
術
認
識
の根
元

か
ら
掘
り
か
え
す
こ
と
が、
こ
の
惇
品

に
た
い
す
騨勺
今
日
の
最
大
の
酔価
で

あ
る
は
ず
だ
」
(二
七
五
ペ
ー
ジ
)、

と
も
い
い
な
が
ら
へ
な
ぜ
、
あ
え
て
、

久
保
を
「芸
術
の
目
立
性
を
守
っ
て
た

じ
ろ
が
な
か
った
文
字
者
」
だ
と
評
価

も
淋け
れ
選
ら
寛
か
った
の
か
。
同

鱒
期の
三妊
ヤ郎
や
買船
量
の
あ
り
方

く

のゆ
ヤ

み
ロ

を
彿
鋤
に
入
れた
な
β
ば
、
そ
の
よ
う

　

な
久
保
の
㎡傾
は馬
随
分
蛮
った
も
の

に
な
る
の
で
拡
誉
か
)
掛

k

「

ジ
ョ
柔
尺
の
場
台
」
(第
一部
〉
の著

者
の
問
題
意
識
か
ち
ふ
りぬ
え
って
み

る
と
室

泓
の
τ
の疑
問
は
普
誉
属身

が
ド　
　
　
に
よ
っ
て
　
　
レ
よう
と

講
難
概慌

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
鯉
立
趣
刈
の
矛
窟
と

悲
惨
を
満
身
に
浴
び
て
生
き
騎
れ
た
以

治
家
パ
ー
ネル
に
対
し
}、
ジ
ョ
イ
ス

は
、
「ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
独
立
運
動
の

な
か
で疎
外
さ
れ
、
八
つ
裂
き
に
さ
れ

た
ひ
と
り
の人
同の
像
と
、
カ
ソ
リ
ッ

ク
位界
の
な
か
で疎
外
さ
れ
て
い
る
ひ

と
つ
の
像
とを
紺み
合
わ
せ
る
ζ壷

よ
3
、
じ
ぷ
ん
の
戻
族
の糀
神
構
遣

の
総
体
を
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
、
自己

憲
識
に
対
護

し
た
が
、
こ
の
内
的格

闘
が
、
ジ
ョ
イ
ス
を
し
て
「芸
術
ノー

ト
」
を
生
み
だ
さ
せ
た
め
は
な
い
か
之
臥

著
省
は
み
て
い
る
。

[錆

イ

ト
」
起
、汽
璽

薦

に
使

仔
憎
誇的
威
扇
詩
的
、劇
的
の

三
つ
の
状
態
が
あ
る
。
つ
ま
り
芸
術
家

が
イ
メ
ー
ジ
を
じ
ぷ
ん
と
の
直
接
の
関

　

係
に
お
い
て
表
出
す
る
タ
術
が
、
揺
柄

詩
で、
じ
ぷ
ん
と
旭
首
への
媒
介
の
闘

係
にお
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
表
出
ず
る
芸

術が
、
叙
事
詩
で
あり
、
他
首
への
直

接
の関
係
に
お
いて
イ
メ
ー
ジ
を
表
出

す
る
芸術
が
劇
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。そ
し
}、

「芸
術
は
自
然
の

模
倣
で
あ
る」
(ア
リ
ス
ト
ナ
レ
ス
)

ダ

は
、
アリ
スト
テ
レ
ス
へ
の韻
解
で
、

「ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
〈芸
術
は自
然

を
模
倣
す
る
〉
と
い
う
て
いる
のに
す

ぎ
ぬ
。
輩
術
の
塑
程
は
自熟
の幽
程
に

似
て
い
る
と
い
う
懇
味
であ
る」
、
と

ジ
ョイ
ス
が
確
認
す
る
と
き
、
著
者
は

、
こ
れ
こ
そ
、
「ド
ラ
マ
の
本
賀
は
ひ

と
つ
の
(生
気
(ス
ピ
リ
ッ
h
)
V
と

いう
信
念
の
再
麗
認
」
で
あ
3
、

・
「こ
こに
か
れ
の
y
ア
リ
ズ
ム
の
核
が

あ
る
」
(一〇
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。

配
鰭
尉聾

安
保
闘
争
で闘
い敗
れ
た
蓄
首
が
、

安
保
闘
争
そ
の
も
のを
囚
面化
し
ょ
う

と
決
慧
し
た
と
き、
彼
の
脳獲
に
、
芸

術
の
目
立
を
め
ざ
す
ジ
ェイ
ムズ
・ジ

ョ
イ
ス
の
胃悶
が
二
還
写
し
に
な
っ
て

よ
み
が
え
吃

そ
の
焦
煎
を
必
死
に
な

って
締
ぼ
う
と
あ
が
き
歯
し
む
姿
を
、

私
は
そ
こ
に
み
る
の
で
あ
る
。

さ
い
ご
に
今
後
の
留
首
に
期
待
を
こ

め
}{
一こ
と
雷
っ
て
お
き
た
い
。
文

休
の
無
器
用
さ
と
拙
劣
・幼
稚
の
け
じ

一め
が
つか
な
い
日
本
の
伝
統
的
【挽
写

論
」
を
否
定
し
、

こ
と
さ
ら
に
N
板
器

用
な
文
体
の
意
競
を
説
く
(二六
八
ペ

ー
ジ
)
著
者
が
、
近
代
主
義
的な
器
用

さ
で
献
治
と
文
字
を
論
じ
、実
は
非
・

政
治
的
に
し
か
す
ぎ
な
い
も
の
を、
恰

も
、
反
・政
治
的
な
も
の
と
し
て
緒覚

さ
せ
る
嵜
擁
を
盛
ん
に
ま
き
ちら
す
磯

田
光
∵に
対
』
、
批判
の
矢
を
向
け

る
気
配
を
み
せ
て
い
る
(二
九
三
ペ
ー

ジ
)
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

善
膚
が
「ジ
ョイ
ス
の
場
合
」
に
表

現
し
え
た
文
学
省
の
自
立
へ
の
姿
勢
は

今
後
、
磯
田
光
一批
判
と
、
一〇
余
年

に
わた
る
村
上
一郎
と
の
同
行
二
人
的

な
自己
の
あり
方
の
批
判
に
よ
3
、

自
我
を
遠
し
}、
自
我
だ
け
を
遠
し
て

万
人
の
4を
求
め
へ
求
め
や
ま
な
い
、

貰
の
文
掌
の
自立
へ、
大
き
く
一歩
を

麟
み
幽
ず
ζ
と
が
でき
る
ので
は
な
か

ろ
う
か
。
(
「現
代
史
研
究
」
同
人
)

(深
伐
叢
喬社
刊
・B
六
判
・
三四
六

て

.七
・
・
円
)

糧 「:;ざ:

蕪鍵

蒸
難1

舞

委饗
ロ ロ

}嚇
:♪ 二三・'瓢
7-3●,

lll
ひの

ロ
ロ

レ
コロ
ち
ざ

ロ

ミ好
論
叢

7
肝

'
,

わ
れ
と
し
て
は
卑
屍
な
外
来
思
想
へ
の

脆
捧
も
、
外
来
思
想
と
自
己
と
の
錯
誤

的同
一視
も、
お
なじ
ド
レ
イ
根
件
の

産
物
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
認
識
が
竹内

に
は
あ
っ
た
。

鴇

り

鵜

保
田

的
明

漸

さ
と
の
異

和

思
想
以
前
の
混
沌
に
絶
望
感
が

も
コ

コ
つ

譲
聯
嬰
耐

一〇

`

ま
年
と
い
う
時
代に
強
いら
れ
て
生ま
れ

た
も
の
だ
が
、
戦
肝
下
と
い
う
特
殊
扇

構
を
は
な
れ
て
な
お
生
き
う
る
一般
性

を
に
な
って
い
る
、
と
お
も
わ
れる
。

つ
ま
り
、
竹
内
嘆

京
都
の
某
教授
を

時
周
便
彙
の
ゆ
え
に
叩
い
た
と
い
う
よ

り
は
、
時
局
便
乗
申餐
め
て
時
局
便乗

を
可
能
な
ら
し
む
る
外
国文
学
者
の
精

神
構
造
そ
叩
い
た
の
で
あ
る
。
じ
ぷ
ん

こ
の
よ
う
な
認
識を
い
つ、
ど
の
よ

う
に
し
て
竹
内
は抱
く
よ
うに
なう
た

の
だ
ろ
う
か
。
竹
内
は
最
近、
菩
い
頃

中
国
文
学
を
盤
ん
だ
理
由と
し
}、
楽

だ
と
か
ん
が
え
た
か
ら
、
と
い
った
ら

し
い
。
(
図
暫新
閲
」
一つ
の
人
格
)

と
く
に
中
国
文
学
を
選
ん
だ
讃極
的な

理
由
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
。そ
う

か
ん
が
え
て
い
い
と
お
も
う
。
か
れは

中
国
文
字
を
や
る
よ
う
に
な
3
＼
日

本
の
近
代
の
否
定
者
に
な
う
た
の
で
は

な
い
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
あ
る
漢
と
し

た
も
の
だ
った
か
も
し
れ
ぬ
が
、
近
代

に
た
いす
る
反
爽

異
和
感
を
も
って

いた
の
では
な
いか
。
竹
内
は
保
田
与

璽
郎
と
かな
り近
く
に
あ
り
な
が
ら
「

コ
ギ
ト
」
閥
人
に
名
を列
ね
る
く
ら
い

の
近
さ
に
あ
り
なが
rR

つい
に
と
も

一に
歩
ま
ぬ
あ
る
決
足
的な
距
離
を
も
っ

7
・い
た
。
竹
窪

そ
の距
塁

肌

一
が
合
わ
准
か
っ
た
、
亡
い
っ
た
こ
と

ぱ

の

石騨
報
聾
結

}る
こ
と
ば
で
あ
。た
。
ど
う
に
も
琶

日
本
「近
代
」
へ
の
否
定

傍
観
者
と
し
て
便
乗
知
識
人
に
抵
抗

文幾
課
難

密
墾

し
め
た
も
の
は何
であ
る
か
と
い
う
疑

問
は、
竹
内
の
蒜
在
の根
源
に
か
か
わ

る
問
題
だ
と
お
も
われ
る
。
竹
内
穫

中
開
の
血
代
文
字
の
強じ
ん
さ
に
照
ら

し
て
日
本
の
近
代文
字
の
ひよ
わ
さ
を

突
い
た
。
た
し
か
に、
かれ
は
処
女作

「僧
迅
」
の
な
か
で、
そう
いう
発
書

を
し
て
い
る
。
中
国
の
近代
を
錬
に
し

て
日
本
の
近
代
を
あ
げ
つら
う
のは
、

む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
巾国
に

か
ぎ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
を
鏡に

し
}、
日
本
近
代
の
ゆ
が
み
を
い
う
こ

と
は
、
多
く
の
外
悶
文
学
研
究
暫
の
通

弊
で
あ
る
と
い
って
い
い
。
竹
内
もま

た
中
閣
文
字
研
究
首
と
し
}、
お
な
じ

轍
を
踏
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か

え
ら
ん
だ
外
岡
文
学
が
、
た
ま
た
ま
中
.

闇
文
宇
だ
った
と
い
う
こ
と
に
よ
って

日
本
の近
代
の
独
特
な
百
定
者
た
り
え

た
のだ
った
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
、
そ

う
は
か
ん
が
え
ない
。

竹
内は
中
国
を
ある
いは
由
国
文
字

を、
自
己
の
魂
の故
郷
と
お
も
った

こ
と
は
な
い
。
あ
る
いは
錆
覚
し
た
こ

と
は
な
い
。
魂
の
故
郷と
錆
覚
す
る
に

は
、
中
国
は
か
れ
に
と
っ
て
あま
り
に

身
近
く
切
笑
な
対
象
だ
った
、
と
か
ん

が
え
ら
れ
る
。
日
支
事
変
がか
れ
に
も

た
ら
し
た
膨
圃
と
は
、
魂
の故
郷
と
い

った
距
離
感
に
よ
るや
す
ら
ぎな
ど
入

り
こ
む
余
地
の
な
い
も
の
だ
った
に
ち

が
い
な
い
。

「私
は
、
n
悶
文
掌
に
対
し
}＼
一

梱
の
轡
観
者
で
あ
る
。
私
は
申
悶文

学
の
成
畏
を
心
に
念
ず
る
が、
そ
の

私
の希
望
は
傍
槻
首
の
希
望
で
あ
る

私
は
指
一本
貸
す
能
力
が
な
い
。

私
は
中
閾
文
学
を
指
導
し
よ
う
と
は

思
わ
ぬし
へ
篭
絡
し
よ
う
と
も
思
わ

ぬ
。ま
た
篭絡
さ
れ
る
中
国
文
掌
で

あ
る
と
も思
わぬ
」
(「魯
迅
」
)

ロ

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
品
分は
「大
栗
亜
文

学
者
大
会
」
へ
の
靴
判
とし
て鱈
か
れ

批
判
は
、
じ
ぷ
ん
を
指
一本貸
す
能
力

の
な
い
傍
槻
者
と
あ
え
て
規
ア
す
る
ζ

と
に
よ
2
、
指
導
蒼
づ
ら
レ
た
京
都

の
某
教
授
を
叩
い
て
い
る
。
こ
う
い
う

叩
き
方
、
祇
抗
の
仕
方
は
、
昭
利
十
八

の
ガ
のけ
が
を
　
ガ
せ
ゑ
で
あ
る
れ
　

灘
遡 藷

難

鐘

馨

皿がい菱

・て人と人と馨

つ

一け
る
こ
と
も
あ
れ
ば
へ
生
浮、
訣別
に

み
ち
び
く
こ
と
も
あ
る
。
時
が
た
っ
て

ふ
り
か
え
って
み
れ
ぱ
、
気
質
とお
も

った
も
の
が
、
思
想
に
か
か
わ
る間
冠

を
は
ら
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
もま
た

あ
り
う
る
の
だ
○
わ
た
し
は、
竹
囚と

保
出
の
場
合
が
そ
う
だ
と
お
もう
。

紬
論
を
先
に
い
え
ば
、
思
想を
生
み

だ
す
渦親
が
、
ち
が
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
竹
内
は
、
生
活
君
と
し
て
の自
覚

「魯
迅
」
は
可
能
な

の
か

か
ら
昌
発
す
る
。
保
田
に
は
そ
れ
が
橡

端
に
欠
け
て
い
た
。
「文
掌
を
学
ぶ
た

め
に
僕
は
マ
ル
ク
ス
を
よ
ま
な
か
った

し
¥
コン
ト
の
講
義
を
も
き
か
な
か
っ

た
。
文
掌
の
た
め
と
い
う
こ
と
の
た
め

に
、
僕
の
手
前
に
は
人
生
の
何
も
な
か

った
」
〔
「袈現
と
譲
胴」
)
の
で
あ

る
。竹

囚に
と
って
生
活
誉
と
は
何
で
あ

っ
た
か。
最
初
の問
題
提
起
に
も
ど
れ

ば
、
そ
れは
、
思
想
と
実
生
活
の
乗
離

と
い
う
日
本
の
近代
の
構造
に
対
決
す

る
存
在
の
目覚
で
ある
。
こ
の
目覚
は

竹
囚
に
、
思
想
以
前
の
或る
混
沌
、
晴
へ

黒
と
し
て
実
感
さ
れ
て
いた
と
お
も
う

保
田
お
よ
び
日
本
ロ
マ
ン派
と
は
肌
が

合
わ
な
か
っだ
と
い
う
の
は
、
か
れら

に
は
、
こ
の
混
沌
馬
噺
黒
と
は
照
緑
な

と
こ
ろ
で
日
本
紅
代
の
否
定
が
可
能
に

な
って
い
る
。
可
能
に
な
る
べ
き
で
は

な
いと
こ
ろ
で
可
能
に
な
って
い
る
発

想
へ
の畏
和
磁
を
い
った
も
の
だ
と
か

ん
が
蓉
りれ
る
.
わ
た
し
は
再
棄
と
い

う
も
の
を偲
じ
な
い
。
と
竹
内
は
い
い

思
想
を
13
じ
な
い
、
と
い
う
。
そ
れ
は

か
れ
の
囚部
の混
沌
、
暗
黒
を
よ
く
衰

出し
う
る
日葉
が
な
いと
い
う
こ
と
で

あ
り、
し
た
が
っ
て
そ
の
購
黒
を
栖
語

象
徴
に
足着
し
え
な
いこ
と
に
よ
って

思想
もま
た
可
能
で
ない
と
い
う
絶
望

に
ほ
かな
ら
な
い
。
竹
内
は
こ
の
絶
望

の
な
か
で、
魯
迅
に
出
会
った
。
わ
た

し
は
N
竹
囚と
都
迅
と
の
出
会
い
の
思

想
的た
窟
駄を
、
竹
囚
じ
し
ん
の
日葉

の
中
に探
ると
な
れ
ば、
や
は
り
そ
れ

は
次
の
よ
う
為
も
のに
な
る
と
お
も
・

う
9

「強

烈
な

生
活
者
」
と

「骨
髄
ま
で
の
文
学

者
」と
の
矛
盾
が
可
能
か
と
い
う
問
の
絶
望

魯

迅

の
悶

え

と
の
共
鳴

究
極
に
書
葉
を
捨
て
る
と
い
う
矛
盾

魏
齢欝
講
鞠
蟹

文
学
省
で
あ
る
。
魯
迅
文
宇
の
厳
し

さ
が私
を
打
つ。
こ
と
に
最
近
に
な

3
、
私
は
自
分
を
省
み
、
周
囲
を

眺
め
ると
き
、
以
前
気
の
つか
な
か

っ
た
面
が見
出
さ
れ
げ、
陶
を
衝
か

關

一
望
■
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【浮
雲
」
(成
瀬
己
●舅
)
「夫
婦
菖畿
『
(豊
田

四
鰺
)
が
ど
ツ
ト
し
た
昭
和
三
十
年
は
、
近代
企
業
方

式
を
ね
ら
う
東
宝
の
低
年
令
層
か
ら
禍
年
令
層
ま
でふ

く
め
た
「娯
楽
」
と
し
て
映
國
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
す

る
努
力
が
第
一の
か
ん
門
を
突
破し
た
こ
と
を
い
みす

る
。
東
宝
鷹
宮
館
で
の
畏
期
興
行
と
い
う
ね
ら
い
は
、

費
金
の
厨
収
の
お
そ
い
半
年
も
黙
た
な
い
と
製
作
貿
を

、

回
収
で
き
な
い
従
来
の
映
四
企
業
の
後
道
性

を
克
服
す
る
近
代
化
の
常
套手
段
で
あ
り
、

こ
の
二
作
の
成
功
は
そ
れ
を
一歩
前
遥
さ
せ

た
こ
と
を
い
み
す
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
方
式

り

利
に
よ
っ
て栄
え、
門二
十
四
の
瞳
」
の
大
ヒ
ッ

讐
胆

ト
で
会
館を
た
てた
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
松
竹
は

衰
運
を辿
らね
ばな
ら
ぬ
"
情
が
こ
こ
に
あ
る
。

一一十
九年
「二十
四
の
瞳
h
「女
の
園
」
で
大
当
り
の

松
竹
と
三十
年
さ
き
の
二
作
で
大
当
り
の
東
宝
の
運
命

の
分
岐点
も
こ
こ
に
あ
った
。

,

し
かし
へ
東
審
の
製
作
面
を
盤
った
籐
本
墓
隠
の
線

は
はり
め
、
成
瀬
が
主
流
で
、
骨
田
は
傍
系
、
黒
沢
は

別
格
と
いう
こ
と
で
あ
り
、
成
瀬
は
こ
れ
以
後
「流
れ

ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
ゆ
き
、
のち
損
益
と
も
に
黒
沢
に
か
か

っ
て
く
る
黒
沢
プ
ロ
の設
立
に
踏
み
切
ら
さ
れ
「ハ
リ

ウ
ッ
ド
へ
行
っち
ゃ
うゾ
」
と
いう
一幕
も
あ
った

が
、
三
+
四
年
以
降
ベス
ト
・テ
ン
に
は
黒
沢
以
外
巣

鴇
映
圓
は顔
を
出
さ
な
いと
いう
徹
底
し
た
娯
楽
略
線

体
制
に
東
宝は
な
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
しな
がら
、
こ
の年
、
黒
沢
明
の
「生
き
も
の

の紀
録
」
は
、
や
は
り
大
金
を
投
じ
て
当
ら
な
か
った

松
竹
の渋
谷
実
の
「脊
銅
の
基
腎
」
、
ま
た
畏
期
ロ
ケ

崖

の
だ
と
い
う
摘
き
方
を
し
た
。
渋
谷
実
が

「胃
銅
の
遷
督
」
で
あ
え
て
原
俘
の若
い主
人
公
男
女

よ
り
も
、
こ
ろ
び
バ
テ
レ
ン
に庄
目
し
、
そ
の
「転

向
」
の
必
然
性
を
辿
っ
た
の
と
岡
じ輸
押
で
あ
った
。

1955年

影
を
な
げ
か
け
て
いる
の
で
ある

こ
の
年
若
雄
の
製
作
再
開
を
レ
た日
活
が
一駕
ぷり

で
や
っと
「月
は
の
ぼ
り
ぬ
」
(田中
絹
代
監
督
)
で

ソ
キ
な
ら
ぬ
陽
の
目
を
み
た
が
、当
初
のキ
ャス
ト
に

は
屋
恵
子
、
佐
田
啓
二
、
隔
橋貞
二、
久我

を
推
遮
し
た
主
導
力
は
「有
楽
町
娯
楽
街
」
愚
牛
耳
る

東宝
洋
國
ロし
Fシ
ョウ
館
の
強
み
で
あ
り
、
こ
の

一、
二年
後
に
は
、
東
宝
翼
業
鄙
の
鼻
い
き
を
伺
わ
な

け
れは
、
洋
圃
業
者
は
輪
入
し
た
映
国
を
好
条
件
で
公

開
で
き
ぬ
と
いわ
れ
る
ま
で
、
生
長
し
5
艶
時
残

独

占
魏
逆に
む
さ
ぼ
わ
た
零

わ
す
れ
か
ね
}、
本
日
の

命
令
で
唇
っ
い
条
件を
も
ち
出
す
ハリ
ウ
ッ
ド
映
嘱
各

社
は敬
遠
さ
唆
安
い
ねだ
ん
で入
った
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

映
国
が粛
宝
のあ
と
おし
で
「有
楽
町
》で
洋
固
観
客

の人
気
を
よ
ぶと
いう
こ
と
に
な
る
。
築
地
に
申
心
を

お馨

馨
只
塁
岡の肇

爺
の

「
生
き
も
の
の
記
録
」
と
「猫
と
造
と
…
」

東
宝
娯
楽
映
画
の
進
出

る
」
な
ど
の
家
中心
の大
作
を
つく
り
つづ
け
て
い
る

が
、
豊
田
は
次
の
年
「猫
と庄
造
と
二込
の
お
ん
な
」

で
ヒ
ット
レ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
娯
楽
作ル
玉

に
導

か
れ
て
い
う
て
い
る
。
黒
沢
明
の
「生
きも
の
の
配

録
」
の
不
振
は
、
喉
本
が黒
沢
に冒
翰
を
つけ
よ
う
と

し
た
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
よ
う
で
、黒
沢
のプ
ロデ
コ

サ
ー
本
木
が
金
銭
間
題
で
失
脚
後
、
騨
本
がプ
ロデ
ュ

サ
ー
に
な
り
「当
時
黒
沢
時
代
闘
を
」
と
い
う
万向
に

の
た
め
独
立
映
岡
を
破産
さ
ぜた
と
いわ
れ
た
今
井
正

の
「こ
こ
に
泉あ
り
」
と
とも
に
、再
評
価
に
あ
た
い

オる
作
品
で
あ
る
。

黒
沢
は
際
燥
閥
題
に
と
り
く
み
、
こ
れ
を
従
米の
被

警
者
の
論
理
を
す
て
、
あ
く
ま
で
主
人
公
に
工
不ル
ギ

ッシ
ュな
甲
小
企
業
主
を
も
って
き
て
、
こ
の
よ
うな

男
で
す
ら
、
い
な
こ
の
よ
う
な
男
だ
か
ら
こ
そ
(
動
物

的
本
能
か
ら
、
原
爆
を
お
そ
れ
、
日
本
脳
炎
を
衝
勤
的

そし
て
今
井
正
は
「こ
こ
に
泉
あ
り
」
や
わ
ら
か
い
調

手
で
、音
楽運
動
に
なぞ
ら
え
共
産
党
活
動
を
暗
示

し
、
スタ
ー
リ
ン
的
で
な
い政
治
稲導
を
獺
い
て
み
せ

た
な
ど
、
こ
の
三作
の描
いた
問
題
は
な
お
、
今
日
に

の
生
ん
だ
凸
肉
の新
略
線
で
あ
った
。

明
「生
きも
の
の
記録
」
から
)

へ

ほ

4

川
ダ
(映
買

評

美
子
と
小
溜
安
二
郎
監
慨
と
い
う
松竹
勢
大

鰍
引
ぬ
き
作
戦
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
些

敗
、
安
井
昌
二
、
北
闘
三
枝
の
キ
ャ
ス
ト
に

か
わ
り
、
こ
の
聞
岸
恵
子
(に
ん
じ
ん
・く

ら
ぷ
)
が
日
活
の
肥
も
と
を
み
て
史
上
瞳
大

の三
百
万
円
を
要
求
し
た
り
、
田
中
絹
代
絃

督
に
た
いし
て
大
映
が
「人
気
の
な
い
女
優

は
つか
わ
ぬ
」
と
い
った
な
ど
の
イ
ザ
コ
ザ

が
あ
って
、
や
っと
.月
は
の
ぼ
った
`
と

い
う風
に
噂
さ
れ
た
。
各
社
は
R
活
進
出
に

た
いし
て
五
社
協
定
で
対
抗
し
、
日
活
は
新

スタ
ア
、新
胤
督
を
つく
る
必
嬰
に
せ
ま
ら

れ
て
い
た。
久
松
静
児
が
「警
寮
日
記
]
で

ヒ
ット
し
た
のも
、
いわ
ば
森
繁
ら
の
集
団

露
劇
演
技
で
、
ゆ
くよ
り
他
な
か
った
日
活

(写
真
は
黒
沢

徹
曲

家
)

れ
る
こと
が
多
い。
魯
迅
の
瞥

さ

が
、
容易
な
ら
ぬ厳
し
さ
で
あ
った
.

と
今
さ
ら
思
い
深ま
る
の
であ
る
。

そ
れ
が
如
何
に
レ
て可
能
に
な
った

か
を
私
は
知
り
た
い
と思
う
。
彼
は

伺
に
よ
っ
で
料
字
者
た
り
え
た
の
で

あ
る
か
。
私
は
、
わ
が
身
に
引較
べ

一、
そ
れ
を
字
ぴ
た
い
と
思
う
。
魯

迅
が
如
例
に
変
った
か
で
な
く、
如

何
に
変
ら
な
か
った
か
が
私
の
関
心

事
で
あ
る。
彼
は
変
った
が
、
し
か

し
彼
は
変
ら
な
か
った
の
で
あ
る
。

いわ
ぱ
私
は
禾
動
に
お
い
て
㊧
迅
を

見
る
。
従
って
伝
紀
に
関
す
る
興
昧

も
、
彼
が如
何
な
る
発
展
の
段
階
を

経
た
か
では
な宝

披
の
生
肝
の
た

だ
申
つ
の時
機、
彼
が
文
字
の
目
覚

を
待
た
時
撫
、
い
い換
え
れ
ば
死
の

自
覚
を
褐
た時
桟が
何
時
で
あ
った

か
が
問
題
で
ある
。
そ
し
て
そ
の
決

定
は
私
に
と
っ
て容
易
で
な
い
。
」

(魯
迅
」
)

"
竹
内
は
醤
葉
を捨
一、
え
ら
び
、
ま

た
捨
て
る
、
と
い
った
ふう
に
蔚
い
て

い
る
。
か
れ
は
究極
に雷
葉
を
捨
て
る

捨
て
ら
れ
た
君
葉
は残
骸
と
な
って
堆

積
し
、
隠
黒
を
埋
める
こと
が
で
き
な

い
。
暗
黒
は
埋
め
ら
れな
か
った
が
、

隠
黒
の
周
囲
は
埋
めら
れた
。
魯
迅
は

「
一個
の
強
烈
な
生
活者
」
で
ある
こ

と
と
、
「轡
髄
ま
で
の
文
宇
者」
で
あ

る
こ
と
と
の
矛
藺「
変
っ
た
が
変ら
な

か
っ
た
と
い
う
矛
鷹
、そ
し
て
そ
の
矛

膚
が
い
か
に
し
て
可
俺
で
あ
った
か
、

そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う悶
えが
、

暗
黒
の
周
囲
に
堆
積
さ
れ
た
勇冥
の意

昧
す
る
も
の
だ
。
そ
れ
ら
の
矛
胸
が
ど

の
よ
う
に
し
て
可
舵
に
な
っ
た
か
が
わ

か
れ
ば
、
日
本
の
近
代
の
総
体
凌
根
こ

一そ
ぎ
く
つ
が
え
す
茸
命
も
ま
た
可
熊
で

一あ
る
は
f
だ
。
竹
内
は
ど
こ
に
も
そ
ん

な
こと
は
宙
い
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

蘇
灘
轟
隷
簗
鱒

一

　　　
三

1.

中
に
み
、革
命者
を
「永
久
の
革
命
者

」
に
か
ん
が
える
と
き
、
そ
の
屈
折

レ
峯
謁
瀬
象
徴
の
かな
でる
腰

と
し

て
そ
れ
は
ひ
び
い
てく
る
。
こ
の
悩醤

は
「絶
望
の
虚
妄
なる
は
…
…
」
に
応

肺k

「輩
命
い
ま
だ
成
功
せ
ず
」
は

「希
望
の
虚
妄
な
る
に
想
恩し
い
」
に

対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
な墨
程

沈

 黙
に
允
実
を
骸
じ
、
口
を
ひら
け
ば
空

歳
を
お
ぼ
え
る
(
「野
草
」序
詩
)
と

い
う
魯
迅
の
悶
え
にへ
は
げし
く
竹
内

を
慧
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
思想
へ
の
か

か
わ
り
方
は
へ
ひ
と
を
決
し
て
思想
家

に
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
か
れは
文
学

智
に
な
る
こ
と
に
よ
3
、
なら
ざる

を
え
な
い
こ
と
で
、
思
想
と
か
か
わる

の
で
ある
。
戦
後
に
欝
い
た
「魯
迅
」

(世
界
評
論
社
版
)
で
、
竹
内
は
戦
時

下
の
「魯
迅
」
を
「魯
迅
へ
の
嫡
倒
の

深
さ
の割
り
に
思
想
的
に
は
未
躯
」
と

評
し
て
いる
。
こ
れ
は
、
参
鳶
文
献
の

中
の
一冊
・
ソて
の自
醤
への
薙

と
し
て
総
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
あ
ま

り
正
圃
か
ら
扱
う
の
も
ど
う
か
と
お
も

わ
れ
る
が
、
「思
想
的
に
未
喚
」
と
は

思
想
的
に
い
さ
さ
か
成
熟
し
た
も
の
と

し
て
の職
後
の竹
内
の
闘
己
評
他
だ
ろ

う
か。
思
想
の成
黙
と
い
い
、
鵜
歩
と

いう
。そ
れ
が
一
岐
に
何
を
鰍
啄
す
る

級

こ
こ
で
は漂
く
聞
わ
な
い
こ
と
に

じ
な
い
と
い
っ
た
竹
内
が思
想
の
未
夢

を
い
う
の
は
ど
う
いう
わ
け
な
のか
。

そ
の
竹
内
は
、
成
熟
す
る
よう
取思
想

}を
思
想
と
レ
て問
題
にす
る
こと
を
あ

.え
て
拒
絶
した
と
こ
ろ
から
、
思
想
形

式
を
は
じ
め
た
の
で
は
なか
った
か
。

い
い
か
民
れ
ぱ
、
竹
内が
思
想
の成

熟
あ
る
い
は
蟷
歩
を
い
う
と
した
ら
、

日
本
の
近
代
を
肯
足
す
る
こ
と
にな
り

か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
進
歩主
鋤
は
日

本
の
近
代
の窓
誠
鰐
造
の
メ
ルク
マー

ル
で
あ
る
、
わ
た
し
は
思
想
を
信
じな

い
と
は
、
進
ル
主
戟
を
悟
じ
な
い
と
い

う
こ
と
と
同
じ
で
あ
勾。
だ
か
ら
こ
の

こと
は
、
戦
和.の
竹
内
の
思
想
活
日
に

ひ
と
つの
疑
岡
符
を
付
す
理
国
に
導
O

「のだ
。

処
女作
「鳩
迅
」
は
「思
想
的
に
は

取
熟
」
な
の
で
は
な
桟

末
状
以
外
の

な
に
か
であ
る
。
成
熱
し
た
り
避
歩
し

たり
す
る
こと
の
75い
思
想
家
を
魯
訊

にみ
、
そ
こ
に
「強烈
な
生
活
者
」

「骨
岡ま
で
の文
字者
」
を
竹
囚
は
み

た
の
で
あ
る
。

「魯
恐
の
や
り
方
は浅
こ
う
で
あ

る
。
彼
は
へ
彪き
も
しな
いし
、
遺

q勃
・

-
L-

・,門 一,
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讐
γ
メ
、
P
畳
丞
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、
気
軽
に

御
莉
用
下
さ
い
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従
も
し
な
い
。
ま
ず
自
己
を
新
時
ミ

に
対
決
せ
し
め
へ
「争
孔
」
に
よ
っ

て自
己
を
洗
い
、
洗
わ
れ
た
自
己
を

再
びそ
の
甲
か
ら
引
出
ず
の
で
あ

る
」こ

こ
でへ
「抽
孔
」
と
い
う
甲国
語

を
伏
せ
て
おめ
は、
こ
う
い
う
態
度
は

頑
固
、
古
風、
保
守的
と
い
った
エー

ト
ス
の
典
型
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
「獅

礼
」
と
は
、
こ
の
煩迷
な
ま
で
の自
己

固
畷
を
も
っ
て
新
時代
、
新
思想
にあ

ら
が
い
抵
抗
k

そ
の
中
か
ら再
び
強

じ
ん
な
自
己
を
ひ
き
出
し
てく
る籾
神

の
営
為
を
指
し
て
い
る
。
竹
内
はそ
の

よ
う
な
精
神
を
、
「強
烈
な
生
活
首」

と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
日
本
の
血
代
史

の
な
か
に
、
ζ
の
よ
う
な人
闇
タ
イブ

を
求
め
れ
ば
、
や
は
り
明
治
の
糟
神
で

雀麻
⑤進品儒

翻
店

京 ・百万辺交望点上ル学生相談所画入ル
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あ
吃

「F
LU
婁

」
の
糟
神
と
い
う
こと

に
な
れ
ば
、
北
村
透
谷が
ま
ず
、
わ
た

し
の
念
頭
に
浮
ぷ
。
け
れ
ど
、
禰
谷
は

竹
内
の
い
う
魯
迅
に
くら
べ
れ
ば
、

は
る
か
に
開
明
さ
れ
て
お
り
、
噺
風
で

あ
り
、
ひ
よ
わ
い
。
通
谷
は
つ
い
に
強

じ
ん
な
生
活
君
で
は
あ
り
え
ず
、
そ
の

た
た
か
い
は
、
日
冗
近
代
に
序
伏
さ
れ

た
。ど

う
し
て
魯
迅
の
よ
う
六
存
倉
が
可

能
に
な
った
の
か
。
そ
れ
は
日
兀
で
可

能
で
あ
る
か
。
こ
の
問
い
が
、
竹
囚
に

絶
盟
と
使
命
槻
を
抱
か
せ
た
の
で
あ

る
。
(文
聾
評
験
家
)
(つ
づ
く
)

大
学
院
入
試

合
格
者
氏
名

理
学
部

▽
歓
学
導
寂

荒
井
正
治
、
井
川
澗、
石原
徹
へ
伊

藤
正
美
、今
西
英
朋
、岩
崎
敷久
、
大
久

保
克
己
、
釜
江
哲
朗
、
酒井
冠
子、
曹

原
民
生
へ
高
橋
敏
簸
、
堀
田
電
太
郎へ

和
気
基
子
、
冨
武
定
夫
、
武
藤
久
録
。

▽
惣
畢

一窮
塞

飯
国
隆
義
、
石
井
一成
、
池
村
淑
道

上
村
幸
和
、
久
保
武
治
、
近
騨
清
二
、

佐

木々
翼
、
佐
藤
興
二
、
菅
谷
礼
繭
、

田
中
楳
一郎
ヘギ
葉
明
朗
、
坪
井
蓬
、

広江
慎
治
、
本
多
久
夫
浅
宮
永
健
史
、

森
英
樹
「
山
下
博
一艇
脇
本
実
、
市
古

修
身
、
小
林
道
鞠、
小
山
愛
一郎
。

▽物
瑠
学
第
二
耶
双

蒲
藍
講
羅

浜
本伸
治
、
舞
瞭
俊
憲
、
松
田
卓
也
、

松
本
靖雄
、
宮
田
英
男
、
山
根
功
、
吉

田
俊博
、
著
環
誠
一。

▽
甲
冑
惣
翠
零
塞

岩
崎
恭
輔、
大
木
健
一郎
、
黒
河
宏

卑

福
田
一耶
、船
越
康
弘
、
渡
辺
鍵

▽
地
球
惣
學
零寂

有
翼
禅
夫
、
大脇
劉、
北角
哲
、
黒

磯
章
夫
、
電
窟
國
宏、
水渡
螂
一、
田

平
餓
、
竹
本
修
二
、
友
定
彰、
陳
華薫

陳
介
臣
、
堂
下
憎
之
、
中
谷
正
昭
、
服

部
旭
へ
米
谷
俊
彦
、
言一浪
俊
夫
、
望
月

英
志
、
山
下
寓
弘

▽
化
挙
罵
双

井
上
磯
三
、
井
上
蝉
冠
、
井
福
伯
元

岩
谷
昭
機
、
上
坂
保
太
耶
、
ナ
羽
勝
邦

内
田
尚
峰
、
大
石
淑
子
、
大
槻
哲
夫
、

大
西
正
健
、
大
野
英
雄
、
荻
野
薔
紀
、

尾
山
聡
子
、
加
膝
皿、
得
浩
、
角
内
浩

西競
雄
、
腰
塚
直
己
、
情
々
木
克
己
、

週田
簡
昭
、
柴
田
寛
ハ
潮
水
儲
吉
、
高

柵武
雄
、
武
村
亮
へ
田
中
秀
穏
へ
谷
口

仁、
玉
谷
正
昭
、
津
田
硝
行
、
時
松
敬

明、
中
村
画
代
興
、
長
沢
紘
一、
爾
波

亘
子、
初
井
敏
英
、
返
水
鉱
、
春
名
淳

介
、
平
賀蔦
一、
平
山
一澗
、
平
山
鋭

広
川
昭
二、
輿
柄
古
郎
、
宗
像
恵
、

村
上
克
也
、森
下
瓦孝
、
矢
卿
修
也
、

山
内
淳
、
山上
知
佐
子
、
薮
田
洋
子
、

米
沢
正
智、
和
田尚
之
。

〈
以
下
次号
へ
〉

ビ
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